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（有）ジャパントレードリンク

さん（60歳）茨城県取手市

D A T A
●開設年月：1997年6月●アクセス数：1200件／
月●HPの総ページ数：90ページ●HPのコンテンツ
数：14個●リンク数：126個●使用写真点数：35
点●運営担当者：小林公典さん●売上げ：年商900
万円（2002年度）●HPによる売上げ：約100万円

（HPを見て仕事の受注につながった額）●開設の初期
投資：33万円●運営資金（月額）：1万円●プロバ
イダ：＠nifty／月額計5000円●制作に使うソフ
ト／ FrontPage（HP作成）、Word（テキスト入力）
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１）輸入手続き実務

２）輸出入等貿易活動のアドバイスやコン

サルティング

３）貿易セミナーや国際取引要員研修

４）商品の国際調達の指導や代行

小林さんの会社員時代

30代までは文字どおり「華の商社マン」

としてビッグビジネスにも携わってきた。

「食品関連の部門にいましたので、世界各

国の食糧、食品を扱い、新しいビジネスを

構築する醍醐味を存分に味わいました。こ

の頃は『何でも吸収してやろう』という野

心に溢れていました（笑）」

しかし40代後半になると、バブル経済

が崩壊し、会社の経営状態が悪化してく

る。独立を考え始めたその頃から「会社の

看板や大資本なしに貿易を行うにはどうし

たらいいか」といった、自らが手がけるビ

ジネスプランを思い描きながら仕事に取り

組むようになった。

「ちょうどオーストラリアのメルボルンに

駐在していた頃で、個人で取引を行う場合

のシミュレーションをしたり、相手との駆

け引きなどについて思考を張り巡らせてい

ました。逆に、それが仕事を頑張れる要因

にもなったと思います」

海外でのビジネス経験が豊富な小林さん

にとって、外国人との交渉、駆け引きなど

は日常茶飯事。結果、相手に負けない「交

渉術」を身に付けたことが大きな武器にな

っているという。

「やはり国によってビジネス習慣も違いま

すので、いろんな国を相手にしていると、

どこまで押したらいいのかなど、だんだん

とコツがつかめるようになるんですよ」

また、新卒で入社後、最初に赴任した神

戸支店で学んだことが、経理事務といった

事務ワーク。

「営業マンといえども伝票書きや請求書の

作成など、経理事務的な業務も覚えるべ

し、というのが会社の方針でした。そのた

め、普通であれば事務スタッフのやるよう

な仕事もひと通りできるようになりまし

た。そのおかげで独立後、SOHOとして一

人でやりくりしなければならない経理や雑

用もなんなくこなせました（笑）」

貿易アドバイザーとして、貿易に関する

さまざまなアドバイスを行っている小林さ

んだが、一番多い相談が輸出入の方法、次

に多いのが取引先との交渉の仕方だ。

「特に中国は、契約社会の欧米とはまるで

商いの習慣が違います。一言でいえばアバ

ウト。そのため、交渉にはかなり注意が必

要なんです。うまい話には気を付けるな

ど、リスクマネージメント的なアドバイス

をすることが多いですね」

さらに得意の英語を生かし、通訳を兼ね

て商談の場に同席するケースもある。

また海外進出、逆に海外から現地法人を

設立したいというクライアントに対して、

輸出入に関するコンサルティングのみなら

ず、会社運営に必要な事務作業など、神戸

時代に身に付けた経験を生かしてアドバイ

ス。これも意外と好評のようだ。このよう

に小林さんは、会社員時代の業務経験をい

かんなく発揮している。

海外駐在で身に付けた
諸外国の商取引術が大きな武器！

貿易関係の膨大な資料。貿易
アドバイザーは、貿易実務や
関税関係のほか、諸外国の商
習慣も知っておく必要がある。

1998年1月に貿易ア
ドバイザーの資格を
取得。当時は輸入ビ
ジネス・アドバイザ
ーという名称だった。

メルボルン
駐在時代の
小林さん。
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独立当初から手がけてきたドライフラワ
ー、ドライハーブ、ポプリ、エッセンシ
ャルオイルといったアロマテラピー関連
商品。海外の業者と代理店契約を結び、
日本での輸入販売を受託している。
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企業人として残された現役生活は10年
前後。「定年までをどう過ごすか」を考え
るより、私はむしろその先の人生設計を早
めに計画しておくことが大事だと思いま
す。もし定年を過ぎても生産的に生きたい
というのであれば、50代こそ独立自営のチ
ャンスだと思いますね。その選択は人それ
ぞれだと思いますが、いずれにしても自分
がそれまでに培ってきた経験や知識、ある
いは人脈を生かして『好きなこと、興味あ
ること』にベクトルを持っていったほうが
楽しく生活できるんじゃないでしょうか。

Point 1

Point 2

Point 3

50 代の会社員へ送る起業魂

テクニカル翻訳

さん（56歳）
◎所在地／岡山県苫田郡
◎URL／
http://www.223net.jp/

51歳で独立！
年商450万円
技術翻訳家

Profile
1997年４月、50歳を機に28年間勤めた電子機
器メーカーを早期退職。通信講座で翻訳の勉強を
始め、98年４月にテクニカル翻訳を生業として
SOHOスタート。現在は本業のみならず、地元の
高校でIT関連の非常勤講師やHP制作、PCサポー
トなど、地域へのIT普及活動も行っている。

1965年４月、東京外国語大学卒業と同時に
日商（現・日商岩井）（株）に入社。神戸支
店食糧課で輸出入業務に従事した後、数カ国
を赴任。92年、子会社に出向する。95年
12月、早期退職者優遇制度を利用して退職。
96年１月、独立し、（有）ジャパントレード
リンクを設立。

輸出入のコンサル・代行など貿易全般をサポ
ートする一方、茨城県中小企業振興公社の相
談員も務める。またポプリやラベンダーとい
ったアロマテラピー関連商品を輸入販売。

仕事の内容�

Profile

幅広い業務をこなす小林さん。料金はケース
バイケースで難易度に応じて変わってくる。
輸出入代行では取扱金額の3％から10％程
度が報酬となる。また貿易に関する相談料は
1時間につき5000円から1万円。

：1人 ：1996年1月
：900万円 ：500万円

デスクトップ ソーテック「Micro PC Station
400a」／購入年月：1999年6月／OS：Windows98／
CPU：Celeron 400Ｈｚ／メモリ：128ＭＢ／ハードディス
ク：106GB／購入金額：10万円 スキャナ、カ
ラーインクジェットプリンタ、CD-R（外付け）各1台

その他のデータ類�

月商の推移�
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P e r s o n a l  D A T A

「オーストラリアへの移住を
考えているので、現在は仕
事をセーブしているような
状態です」と語る小林さん。
奥様と自宅前で。
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